本川　裕　プロフィール　（参照：http://www2.ttcn.ne.jp/honkawa/profile.html　）

経歴

・大学・大学院：東京大学農学部農業経済学科

・財団法人国民経済研究協会（1988～2004年）

・社会実情データ図録サイト主宰（2004年～）

・アルファ社会科学（株）（2009年～）

携わってきた調査

	調査種類
	調査内容

	地域調査
	・高速道路・架橋インパクト調査

・市町村総合計画策定調査（基礎調査、基本構想・基本計画策定）

・農業振興計画

・産業振興ビジョン

・地域ブランド創出調査

	企業調査
	・企業の自由時間度評価に関する調査

・中国ITS事業開発調査

・コンプライアンス調査

	経済調査
	・経済予測（長期、中期、短期）

・産業競争力基盤研究

・情報化投資のマクロ経済効果

	産業調査
	・内航海運ビジョン

・内航海運から見た素材型産業の物流効率化調査

・医療機器産業調査

	社会調査
	・自由時間政策ビジョン

	海外協力調査
	・ODA経済効果計測調査

・NGO・地方公共団体との連携調査


書籍

・「統計データはおもしろい！　-相関図でわかる経済・文化・世相・社会情勢のウラ側- 」

（技術評論社、2010年10月）

・「統計データはためになる!　-棒グラフから世界と社会の実像に迫る- 」

（技術評論社、2012年9月）　　　

雑誌等連載中

・「統計から社会の実情を読みとる」（「エストレーラ」誌、(財)統計情報研究開発センター）

・「データが語る“いま”」（「企業と人材」誌、産労総合研究所）

・「統計データから読み解く 働く人と企業の未来像」（IEC WEB連載コラム）

http://www.iec.co.jp/data/mokuji.html
リサーチ（調査）とは

	１．資料収集・分析調査（文献調査、Web調査、統計データ収集分析）

　＜補論　統計知識＞

２．現地踏査・見学

３．ヒアリング調査

４．アンケート調査、実態調査

５．調査委員会、計画策定委員会、中間報告

６．報告書作成

　＜補論　グラフ作成のポイント＞


といった一連のプロセス

調査の目的

　新しい知見を獲得し、それを人に伝え、何らかの新しい事態の実現を目指す

新しい知見の源泉

既存情報の組み直し・整理、あるいは既存情報と新情報の組み合わせ・整理

知的活動の多くはリサーチ

・研究論文は１と６が主

・通常の調査は２～５のいずれかが中心となることが多い

・社会実情データ図録の作業は、統計データ収集分析と報告書作成のみからなるリサーチ

講義のねらい

①私の調査経験から１～６のプロセスのポイントを解説

②社会実情データ図録で行うプロセスは得意分野なので特に詳しく解説

社会実情データ図録

http://www2.ttcn.ne.jp/honkawa/
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　講義用サイト（配布資料等のダウンロードがここから可能）

・http://honkawa.hariko.com/
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